
 

    
『
事
績
集
』
の
刊
行
に
寄
せ
て 

 

こ
の
た
び
、
『
大
子
地
域
の
旧
町
村
長
事
績
集
』
が
大
子
町
教
育
委
員
会

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
三
月
の
合
併
前
ま
で
存
続
し

た
旧
九
町
村
の
町
村
長
を
務
め
た
人
物
の
主
な
経
歴
や
事
績
を
、
諸
々
の
文

献
や
新
聞
・
雑
誌
等
か
ら
の
引
用
を
基
に
し
て
一
冊
の
資
料
集
に
ま
と
め
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
作
成
に
は
平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
）
か
ら
着
手
し
た

の
で
、
十
年
を
経
て
よ
う
や
く
終
止
符
を
打
っ
た
こ
と
に
な
る
。
長
い
間
そ

の
編
集
に
関
わ
っ
た
者
と
し
て
種
々
の
思
い
が
去
来
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
も
っ
た
資
料
集
な
の
か
、
そ
の
一
端
を
紹
介
し
た
い
。 

明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）
四
月
に
町
村
制
が
施
行
さ
れ
、
大
子
地
域
に

は
新
た
な
行
政
村
と
し
て
大
子
村
、
依
上
村
、
黒
沢
村
、
宮
川
村
、
生
瀬
村
、

袋
田
村
、
上
小
川
村
、
下
小
川
村
が
誕
生
し
た
。
二
十
三
年
八
月
に
は
依
上

村
か
ら
分
村
し
て
佐
原
村
が
新
設
さ
れ
、
翌
二
十
四
年
に
は
大
子
村
に
町
制

が
施
行
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
一
町
八
か
村
が
揃
う
こ
と
に
な
る
が
、
昭
和
三

十
年
の
町
村
合
併
ま
で
の
六
六
年
間
に
在
任
し
た
町
村
長
は
合
計
一
〇
四
名

を
数
え
る
。
こ
れ
ら
の
町
村
長
が
資
料
集
の
主
役
で
あ
る
。 

地
域
の
牽
引
者
で
も
あ
る
町
村
長
の
事
績
等
を
記
録
し
た
本
資
料
集
か

ら
は
、
興
味
深
い
様
々
な
事
柄
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
点
ほ
ど
例

示
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
一
つ
は
、
出
自
に
つ
い
て
で
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年

に
町
村
制
が
改
正
さ
れ
る
ま
で
、
町
村
長
は
名
誉
職
で
あ
り
、
原
則
と
し
て

無
給
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
町
村
長
に
な
る
に
は
、
資
産
家
で
あ
り
地

域
の
有
力
者
で
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
っ
た
。
大
子
地
域
も
も
ち
ろ
ん
例
外

で
は
な
く
、
多
く
の
町
村
長
が
資
産
家
で
あ
り
、
藩
政
時
代
の
村
役
人
と
い

う
系
譜
を
も
つ
家
柄
の
出
身
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
経
済
力

や
家
柄
は
子
孫
に
も
継
承
さ
れ
、
同
じ
村
の
あ
る
い
は
他
の
村
の
村
長
に
就

任
す
る
例
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
も
示
さ
れ
て
い
る
。 

二
つ
目
は
、
手
掛
け
た
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
実
に
多
岐
に
わ
た
る

が
、
共
通
す
る
の
は
道
路
改
良
、
河
川
改
修
等
の
い
わ
ゆ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備

で
あ
る
。
大
子
地
域
が
い
か
に
劣
悪
な
環
境
の
も
と
に
あ
っ
た
か
、
そ
の
改

良
の
た
め
に
町
村
長
た
ち
が
い
か
に
注
力
し
た
か
を
所
収
し
た
諸
資
料
が
鮮

明
に
語
っ
て
い
る
。
そ
の
一
人
、
益
子
繁
黒
沢
村
長
は
、
県
庁
に
何
度
も
足

を
運
ん
で
陳
情
を
繰
り
返
し
た
た
め
「
道
路
村
長
」
の
異
名
を
と
っ
た
と
い

う
。
仕
事
と
い
え
ば
産
業
振
興
へ
の
取
り
組
み
も
看
過
で
き
な
い
。
不
利
な

条
件
を
ど
う
克
服
し
生
産
力
を
ど
う
伸
ば
す
か
、
新
た
な
生
産
分
野
を
ど
う

開
拓
す
る
か
、
多
く
の
町
村
長
が
腐
心
し
な
が
ら
も
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

生
産
現
場
に
身
を
置
き
な
が
ら
豊
か
な
知
見
を
具
え
た
町
村
長
、
例
え
ば
神

長
六
介
上
小
川
村
長
は
、
蒟
蒻
の
病
害
予
防
や
楮
の
品
質
向
上
に
貢
献
し
た

だ
け
で
な
く
、
生
産
者
を
組
織
し
て
共
同
販
売
の
途
を
切
り
開
い
た
。
昭
和

七
年
に
は
、
茨
城
「
県
産
業
界
の
至
宝
的
存
在
」
と
し
て
「
産
業
百
人
物
」

の
一
人
に
選
ば
れ
て
い
る
。
他
に
も
、
尽
力
し
た
町
村
長
と
し
て
製
茶
業
の

吉
成
仁
二
、
吉
成
誠
、
産
馬
改
良
事
業
の
櫻
岡
敏
、
小
室
順
太
郎
、
製
紙
業

の
小
室
精
作
、
養
蚕
業
の
高
村
千
代
吉
、
林
業
の
益
子
繁
等
が
例
示
で
き
る
。 

紙
幅
の
都
合
で
こ
れ
以
上
の
紹
介
は
控
え
る
が
、
本
資
料
集
の
利
用
の
便

宜
を
図
る
た
め
に
、
巻
末
に
「
人
名
索
引
」
と
「
付
表 
旧
町
村
長
在
任
期

間
一
覧
表
」
を
添
付
し
た
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。 

今
か
ら
六
年
前
、
大
子
町
は
「
消
滅
可
能
性
都
市
」
に
位
置
付
け
ら
れ
た

こ
と
が
あ
る
。「
消
滅
」
す
る
か
ど
う
か
は
さ
て
お
き
、
持
続
可
能
な
地
域
を

目
指
す
に
は
、
そ
の
原
動
力
と
し
て
郷
土
へ
の
誇
り
と
愛
着
が
不
可
欠
で
あ

る
。
多
く
の
方
に
本
資
料
集
を
繙
い
て
い
た
だ
き
、
今
日
の
大
子
町
の
礎
を

築
い
た
先
人
た
ち
の
営
為
に
思
い
を
馳
せ
る
と
同
時
に
、
誇
り
と
愛
着
を
培

う
手
掛
か
り
と
し
て
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
（
齋
藤
典
生
） 
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南
会
津
の
名
倉
坂
に
斃
れ
た
佐
川
彌
次
衞
門 
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私
蔵
に
『
幕
末
動
乱
遺
聞
』
が
あ
る
。
そ
の
表
紙
に
「
亡
き
主
人
石
井
良

一
に
代
わ
っ
て
、
石
井
松
江
」
と
添
書
が
あ
る
の
は
、
学
生
時
代
の
昭
和
四

十
五
年
（
一
九
七
〇
）
の
暮
れ
、
田
舎
の
母
か
ら
東
京
の
下
宿
に
石
井
氏
の

急
逝
の
知
ら
せ
が
あ
っ
た
が
帰
省
で
き
ず
、
翌
年
二
月
に
な
っ
て
大
子
町
金

町
の
お
宅
に
弔
問
に
訪
れ
た
折
、
松
江
様
か
ら
頂
い
た
本
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
中
に
小
生
瀬
の
佐
川
彌
次
衞
門
に
触
れ
た
箇
所
が
あ
る
。 

 
 

 
 
 

 
 

慶
應
四
年(

一
八
六
八
）
三
月
、
市
川
勢
に
加
わ
っ
て
会
津
に
逃
亡
し
た
諸

生
派
の
佐
川
彌
次
衞
門
は
、
「
南
会
津
の
旭
田
村
名
倉
沢
の
星
と
い
う
民
家

に
一
時
身
を
隠
し
、
十
一
月
十
五
日
の
油
し
め
の
日
に
牡
丹
餅
を
貰
っ
て
同

家
を
辞
し
、
名
倉
坂
で
大
雪
に
遭
っ
て
凍
死
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
九
月
二

十
三
日
、
そ
の
子
孫
の
佐
川
義
明
は
星
家
を
訪
問
し
、
同
家
の
好
意
で
村
の

墓
地
に
埋
葬
さ
れ
て
い
た
遺
骨
を
持
ち
帰
っ
て
佐
川
家
の
墓
地
に
埋
葬
し

た
」
と
あ
る
。 

 
 

い
っ
た
い
佐
川
彌
次
衞
門
と
は
如
何
な
る
人
物
な
の
か
。
下
野
宮
村
の
菊

池
粂
之
介
が
筆
写
し
た
『
諸
生
名
前
扣
帳
』
（
菊
池
家
所
蔵
）
に
、
市
川
三

左
衞
門
配
下
の
「
太
田
郷
校
詰
、
陣
將
相
羽
九
十
郎
」
の
「
十
一
番
組
」
の

二
一
名
の
中
に
粂
之
介
と
同
じ
く
「
佐
川
彌
次
衞
門
」
の
名
前
が
あ
り
、
小

生
瀬
村
の
「
御
山
横
目
、
大
指
引
」
と
あ
る
。
彌
次
衞
門
は
諸
生
派
と
し
て

天
狗
党
の
追
討
に
従
軍
し
て
い
る
。 

 
 

山
方
村
の
諸
生
派
小
河
原
理
介
が
筆
写
し
た
『
出
陣
日
記
』
（
菊
池
家
所

蔵
）
に
「
（
元
治
元
年
十
月
）
廿
六
日
晴
、
太
田
（
市
川
三
左
衞
門
様
）
並
び
馬

場
村
（
伊
藤
辰
之
介
様
）
御
繰
出
し
小
生
セ
村
佐
川
彌
次
衞
門
方
中
食
、
其
ヨ

リ
月
居
峠
へ
相
詰
候
」
の
記
述
が
あ
る
。
即
ち
大
子
村
屯
集
の
武
田
耕
雲
斎

ら
天
狗
党
一
千
余
名
を
追
撃
す
る
た
め
、
二
十
六
日
に
太
田
を
発
っ
た
市
川

勢
が
天
下
野
村
を
経
て
堺
ノ
明
神
峠
か
ら
小
生
瀬
村
に
入
り
、
彌
次
衞
門
宅

で
昼
食
を
と
り
、
月
居
峠
の
戦
い
へ
と
駒
を
進
め
て
い
る
。 

 

『
棚
倉
沿
革
私
考
』
（
明
治
三
十
三
年
）
に
月
居
峠
の
戦
い
の
四
年
後
で
あ
る

「
慶
応
四
年
戊
辰
、
水
戸
の
市
川
三
左
衞
門
・
朝
比
奈
弥
太
郎
等
、
水
戸
を

去
り
会
津
若
松
へ
入
る
と
て
三
月
十
五
日
、
伊
香
泊
に
て
棚
倉
を
通
行
せ
り

人
数
五
百
人
許
、
多
人
数
召
連
奥
州
会
津
筋
に
脱
走
」
と
あ
る
。
明
治
維
新

で
正
奸
が
逆
転
し
諸
生
派
は
「
脱
奸
」
な
ど
と
蔑
視
さ
れ
、
身
の
危
険
か
ら

他
国
へ
逃
げ
て
辛
酸
を
舐
め
尽
く
し
た
。
彌
次
衞
門
も
こ
の
市
川
勢
に
加
わ

り
会
津
に
逃
げ
た
の
だ
ろ
う
。 

 
 

彌
次
衞
門
の
旧
居
は
旧
天
下
野
街
道
の
小
生
瀬
宿
の
外
れ
に
あ
り
、
当
主

の
案
内
で
佐
川
家
先
塋
を
訪
ね
た
。
彌
次
衞
門
の
墓
標
は
土
饅
頭
で
卒
塔
婆

が
立
っ
て
い
る
。
「
父
が
桐
の
木
を
切
っ
て
金
に
換
え
て
会
津
に
行
き
、
先

祖
の
埋
ま
っ
て
い
た
土
を
持
ち
帰
っ
た
と
聞
い
て
い
る
」
と
い
う
。 

 
 

 

彌
次
衞
門
の
父
母
ら
し
き
「
光
明
慈
照
清
信
士
（
俗
名
佐
川
彌
次
衞
門
）

墓
」
と
傍
ら
の
「
高
嚴
妙
脱
清
信
女
墓
」
は
痛
々
し
く
割
れ
裂
け
て
セ
メ
ン

ト
で
繋
ぎ
合
わ
せ
て
あ
る
。
県
北
に
多
い
大
黒
柱
等
へ
の
刀
傷
や
墓
石
へ
の

嫌
が
ら
せ
も
、
維
新
前
後
の
天
狗
諸
生
双
方
に
よ
る
報
復
の
痕
で
あ
る
。 

 
 

他
郷
で
斃
れ
た
彌
次
衞
門
、
今
は
父
祖
の
地
で
安
ら
か
に
眠
っ
て
い
る
。 

土
饅
頭
に
手
を
合
わ
せ
佐
川
家
先
塋
を
後
に
し
た
。 

（
常
陸
大
宮
市
山
方
在
住
） 

 

彌次衞門の土饅頭（小生瀬） 
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リ
月
居
峠
へ
相
詰
候

述
が
あ
る
。
即
ち
大

集
の
武
田
耕
雲
斎

ら
天
狗
党
一
千
余
名

す
る
た
め
、
二
十
六

田
を
発
っ
た
市
川

勢
が
天
下
野
村
を
経

明
神
峠
か
ら
小
生
瀬

り
、
彌
次
衞
門
宅

私
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
（
四
） 

                        
小
室
健
二 

 
私
は
、
こ
れ
ま
で
の
マ
ラ
ソ
ン
人
生
の
中
で
色
々
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

 
昭
和
四
十
年
（
一
九
六
五
）
ご
ろ
、
東
京
か
ら
新
潟
駅
伝
競
走
大
会
に
茨

城
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
そ
の
前
年
に
新
潟
大
地
震
が
あ
り
、

コ
ー
ス
内
の
道
路
は
地
割
れ
し
て
そ
こ
に
砂
を
詰
め
た
状
態
で
、
道
路
わ

き
の
建
物
は
窓
く
ら
い
ま
で
沈
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
三
日

間
で
東
京
か
ら
新
潟
ま
で
走
り
、
閉
会
式
の
後
、
地
震
の
時
の
記
録
映
画

を
見
て
心
ば
か
り
の
協
力
金
を
寄
せ
て
き
ま
し
た
。 

 
本
誌
九
四
号
に
書
い
た
青
森
か
ら
東
京
ま
で
の
駅
伝
で
は
、
走
る
前
日

自
分
の
走
る
区
間
近
く
の
指
定
さ
れ
た
宿
に
他
県
の
選
手
と
一
緒
に
泊

ま
り
、
夕
食
時
に
お
互
い
の
記
録
の
話
が
出
る
と
、
ベ
テ
ラ
ン
選
手
は
若

い
選
手
に
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
か
け
て
き
ま
し
た
。
心
理
作
戦
で
す
。
そ
れ

は
、
新
人
選
手
に
と
っ
て
は
ブ
レ
ー
キ
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
走

り
終
わ
れ
ば
監
督
車
か
ら
自
分
の
荷
物
を
受
け
取
り
、
電
車
で
そ
の
日
の

宿
舎
ま
で
移
動
し
ま
し
た
。
付
き
添
い
も
誰
も
い
な
い
自
分
一
人
の
旅
で

し
た
。  

現
在
、
正
月
元
旦
に
行
わ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
駅
伝
の
前
身
で
あ

る
全
日
本
実
業
団
対
抗
駅
伝
は
、
以
前
は
伊
勢
神
宮
で
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
日
立
製
作
所
チ
ー
ム
と
し
て
出
場
し
、
走
っ
た
後
は
お
伊
勢
参
り
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 
下
小
川
走
友
会
で
は
、
昭
和
五
十
八
年
か
ら
一
一
年
連
続
で
富
士
登
山

駅
伝
に
出
場
し
ま
し
た
。
御
殿
場
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し
て
富
士
山
頂
上
を

折
り
返
す
九
区
間
往
復
約
四
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
五
人
で
走
る
駅
伝
で

す
。
「
雲
海
を
走
る
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
駅
伝
と
し
て
は
珍
し

く
、
往
路
を
走
っ
た
選
手
が
そ
の
区
間
で
待
っ
て
い
て
復
路
も
同
じ
選
手

が
走
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
頂
上
区
間
の
選
手
は
登
っ
て
行
っ
て
頂
上

の
浅
間
神
社
で
タ
ス
キ
に
印
を
押
し
て
も
ら
っ
て
復
路
に
入
り
ま
す
（
往

復
し
て
一
区
間
）
。 

四
区
（
六
区

）
と
五
区
の
富
士
山
を
走
る
選
手
は
高
山
病
対
策
の
た
め

前
日
に
山
に
登
り
、
山
小
屋
に
泊
ま
り
次
の
日
に
走
り
ま
す
が
、
そ
れ
で

も
高
山
病
に
な
る
選
手
も
い
ま
し
た
。
登
山
道
（
コ
ー
ス
）
は
一
般
の
登
山

客
も
歩
い
て
い
る
の
で
、
登
山
客
優
先
と
い
う
規
則
で
し
た
。
砂
走
り
は

火
山
灰
に
膝
ま
で
も
ぐ
る
程
に
な
り
、
下
り
コ
ー
ス
で
は
タ
ス
キ
を
渡
し

て
も
止
ま
れ
な
く
て
自
分
で
転
ぶ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
ど
の
区
間
も

走
り
ま
し
た
が
、
頂
上
区
間
は
呼
吸
が
苦
し
い
よ
り
も
胸
が
痛
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
山
か
ら
下
り
て
一
般
道
に
続
く
七
区
は
、
下
り
勾
配
が
き
つ

く
て
足
で
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
な
が
ら
走
り
ま
し
た
。
足
の
裏
の
皮
が
両
足

全
面
は
が
れ
て
走
り
終
わ
っ
て
歩
け
な
く
な
っ
た
選
手
も
い
ま
し
た
。
そ

れ
で
も
日
本
一
の
富
士
の
山
を
走
破
し
た
い
と
思
う
チ
ー
ム
は
多
く
、
下

位
チ
ー
ム
は
入
れ
替
え
を
さ
れ
る
程
参
加
希
望
チ
ー
ム
は
多
数
で
し
た
。 

四
十
歳
代
に
な
っ
て
マ
ス
タ
ー
ズ
世
界
大
会
に
参
加
し
五
千
メ
ー
ト

ル
、
一
万
メ
ー
ト
ル
に
出
場
し
ま
し
た
が
、
五
千
メ
ー
ト
ル
で
同
じ
年
齢 

の
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
マ
ラ
ソ
ン
代
表

の
君
原
健
二
選
手
に
勝
て
た
こ
と
は

自
分
の
最
高
の
走
り
が
で
き
た
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。 

自
己
満
足
で
す
が
、
マ
ラ
ソ
ン
を

続
け
て
き
た
こ
と
が
私
の
人
生
の
大

き
な
生
き
甲
斐
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。    （

大
子
町
西
金
在
住
） 
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大
子
自
動
車
株
式
会
社
の
軌
跡
（
前
） 

大
金
祐
介   

近
代
を
代
表
す
る
交
通
機
関
と
言
え
ば
鉄
道
だ
ろ
う
。
我
が
国
で
は
、
貧

弱
な
道
路
に
代
わ
っ
て
、
鉄
道
が
輸
送
の
主
力
を
担
っ
て
い
た
。
山
間
部
に

位
置
し
、
悪
路
の
多
か
っ
た
保
内
郷
に
お
い
て
は
、
な
お
さ
ら
鉄
道
が
注
目

さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
常
陸
大
子
駅
が
開
業
す
る
ま
で
、
大
子
と
最
寄

り
の
鉄
道
駅
と
を
乗
合
自
動
車
（
バ
ス
）
で
結
び
、
大
子
に
と
っ
て
重
要
な
水

戸
方
面
へ
の
交
通
を
担
っ
て
い
た
大
子
自
動
車
株
式
会
社
の
こ
と
は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
今
回
は
、
大
子
町
長
益
子
彦
五
郎
の
回
顧
録
「
最
近

大
子
記
事
幷
ニ
余
町
長
ノ
事
績
」
や
『
い
は
ら
き
』
新
聞
な
ど
の
史
料
に
基

づ
い
て
、
大
子
自
動
車
株
式
会
社
の
歴
史
を
ご
紹
介
し
た
い
。  

大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
十
一
月
六
日
、
誉
田
村
（
現
・
常
陸
太
田
市
）
の
小

池
丑
松
が
大
子
大
宮
間
を
含
む
複
数
の
路
線
で
乗
合
自
動
車
業
（
自
動
車
に
よ

る
旅
客
運
送
業
）
の
営
業
免
許
を
取
得
し
た
。
小
池
は
、
明
治
三
十
七
年
（
一

九
〇
四
）
に
太
田
町
を
拠
点
と
し
て
乗
合
馬
車
業
（
馬
車
に
よ
る
旅
客
運
送
業
）
を

開
業
し
、
そ
の
後
、
乗
合
自
動
車
業
に
進
出
し
た
、
県
北
地
域
に
お
け
る
乗

合
馬
車
、
乗
合
自
動
車
業
の
草
分
け
的
な
人
物
で
あ
る
。 

大
子
の
人
々
は
、
小
池
に
刺
激
を
受
け
、
自
ら
も
大
子
大
宮
間
で
乗
合
自

動
車
業
を
開
業
し
よ
う
と
計
画
し
た
。
益
子
彦
五
郎
の
回
顧
録
に
よ
る
と
、

当
時
、
外
池
太
一
郎
、
菊
池
信
太
郎
、
川
口
利
吉
、
松
浦
栄
次
郎
、
益
子
銀

次
郎
、
益
子
彦
五
郎
ら
の
グ
ル
ー
プ
、
大
金
竹
次
、
浅
野
政
僖
、
江
部
仲
吉

ら
の
グ
ル
ー
プ
、
樋
口
政
次
郎
の
三
者
が
計
画
し
て
い
た
と
い
う
。
彼
ら
は
、

競
合
を
懸
念
し
、
大
正
八
年
一
月
十
日
、
時
の
大
子
町
長
益
子
彦
五
郎
の
仲

介
の
も
と
大
子
町
役
場
に
会
同
し
、
外
池
ら
の
グ
ル
ー
プ
と
大
金
ら
の
グ
ル

ー
プ
が
合
同
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
樋
口
は
、
合
同
グ
ル
ー
プ
に
は
参
加
し

な
か
っ
た
が
、
競
合
を
避
け
て
大
子
馬
頭
間
で
開
業
を
目
指
す
こ
と
に
な
り
、

大
正
八
年
二
月
に
営
業
免
許
を
申
請
し
、
同
年
四
月
に
開
業
し
た
。  

合
同
な
っ
た
外
池
ら
は
、
大
子
大
宮
間
で
営
業
免
許
を
申
請
し
た
が
、
既

に
小
池
が
取
得
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
却
下
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
、
外
池

ら
は
、
小
池
に
営
業
免
許
の
譲
渡
を
求
め
る
こ
と
に
し
た
。
菊
池
信
太
郎
、

益
子
銀
次
郎
ら
が
小
池
と
交
渉
し
た
結
果
、
営
業
免
許
と
自
動
車
一
台
を
五

千
八
百
円
で
譲
り
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
双
方
の
合
意
が
成
立
し
た
の
は
、

大
正
八
年
五
月
十
日
の
こ
と
だ
っ
た
。
営
業
免
許
は
、
県
の
管
轄
で
、
取
得

す
る
に
も
譲
渡
す
る
に
も
県
知
事
の
許
可
を
必
要
と
し
た
。
こ
の
た
め
、
合

意
成
立
後
の
五
月
十
二
日
、
益
子
彦
五
郎
ら
は
小
池
と
共
に
県
警
察
部
保
安

課
を
訪
れ
、
譲
渡
を
申
請
し
た
。
そ
の
結
果
、
五
月
末
日
ま
で
に
許
可
を
得

て
譲
渡
が
完
了
し
、
外
池
ら
は
大
子
大
宮
間
で
乗
合
自
動
車
業
を
開
業
し
た
。

開
業
を
主
導
し
た
の
は
外
池
ら
だ
っ
た
が
、
乗
合
自
動
車
の
運
行
は
そ
れ
ま

で
大
子
町
で
乗
合
馬
車
業
を
営
ん
で
い
た
菊
池
熊
太
郎
が
担
っ
た
。
小
池
は
、

譲
渡
直
前
の
四
月
九
日
に
、
大
子
大
宮
間
で
乗
合
自
動
車
業
を
開
業
し
て
い

た
。
大
子
大
宮
間
を
フ
ォ
ー
ド
の
六
人
乗
り
自
動
車
で
一
日
一
往
復
し
、
大

宮
で
鉄
道
に
連
絡
す
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
が
、
運
行
は
毎
日
で
は
な
く
不

定
期
だ
っ
た
。
外
池
ら
は
、
不
定
期
運
行
で
は
真
の
交
通
機
関
と
は
言
え
な

い
と
考
え
、
一
日
一
往
復
の
定
期
運
行
を
行
っ
た
。 

な
お
、
乗
合
自
動
車
の
運
行
に
は
ガ
ソ
リ
ン
が
欠
か
せ
な
い
が
、
ガ
ソ
リ

ン
の
供
給
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
石
油
会
社
の
特
約
販
売
店

だ
っ
た
大
子
町
金
町
の
吉
見
屋
商
店
が
担
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。 

県
内
で
乗
合
自
動
車
が
初
め
て
運
行
さ
れ
た
の
は
大
正
二
年
七
月
開
業

の
高
部
自
動
車
合
資
会
社
に
よ
る
御
前
山
野
口
間
だ
っ
た
が
、
本
格
的
な
運

行
は
大
正
七
年
七
月
開
業
の
本
橋
自
動
車
商
会
に
よ
る
水
戸
市
内
及
び
水
戸

駅
前
磯
浜
間
だ
っ
た
と
い
う
。
大
正
八
年
五
月
の
外
池
ら
に
よ
る
大
子
大
宮

間
開
業
は
、
県
内
で
も
か
な
り
早
い
事
例
で
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

 
外
池
ら
の
乗
合
自
動
車
業
は
、
個
人
事
業
と
し
て
開
業
し
た
が
、
開
業
二

年
後
の
大
正
十
年
に
法
人
化
さ
れ
た
。
そ
れ
が
大
子
自
動
車
株
式
会
社
で
あ

る
。
法
人
化
と
そ
の
後
に
つ
い
て
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
後
編
に
譲
り
た
い
。    （

大
子
町
大
子
在
住
） 
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大
生
瀬
打
越
地
区
の
農
事
今
昔 

齋
藤
仁
司 

 
 

約
六
十
年
前
の
昭
和
三
十
年
（
一
九
五
五
）
代
、
農
業
は
ほ
ぼ
手
作
業
で
あ

っ
た
。
水
田
は
万
能
で
耕
し
、
畑
は
鍬
で
作
業
し
た
。
動
力
と
い
え
る
の
は
、

古
く
は
馬
、
そ
の
後
は
牛
で
、
犂
（
鋤
）
や
荷
車
等
を
引
か
せ
て
使
っ
た
。 

主
な
作
物
は
、
米
の
他
、
麦
類
、
た
ば
こ
、
蒟
蒻
、
楮
、
豆
、
野
菜
等
で

あ
る
。
移
動
は
、
も
っ
ぱ
ら
足
で
あ
る
。
山
道
等
は
梯
子
や
タ
ガ
ラ
で
背
負

っ
て
物
を
運
ん
だ
。
平
地
は
先
述
の
荷
車
で
あ
る
。
普
段
は
、
家
族
単
位
で

作
業
し
、
水
苗
代
の
苗
取
り
、
田
植
え
や
た
ば
こ
伸
し
等
は
共
同
作
業
で
あ

る
。
こ
れ
を
結
（
ゆ
い
）
と
呼
ん
だ
。
結
の
単
位
は
、
主
に
五
人
組
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
五
戸
が
一
緒
に
諸
事
に
当
た
り
行
動
す
る
制
度
で
あ
る
。 

 
昭
和
四
十
年
代
に
入
る
と
耕
運
機
が
出
回
り
、
牛
は
肥
育
目
的
と
変
わ
る
。

耕
運
機
は
、
農
耕
の
他
、
ト
レ
ー
ラ
ー
を
引
き
、
多
く
の
荷
を
運
搬
し
た
。

昭
和
五
十
年
代
に
は
、
軽
（
小
型
）
ト
ラ
ッ
ク
が
目
立
つ
よ
う
に
な
る
。
昭
和

六
十
年
代
に
は
、
さ
ら
に
機
械
化
が
進
み
、
町
の
補
助
事
業
等
を
受
け
水
田

の
土
地
改
良
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
機
械
の
大
型
化
が
さ
ら

に
進
行
し
た
。 

 
平
成
七
年
（
一
九
九
五
）
、
国
、
県
及
び
町
の
補
助
事
業
と
し
て
の
土
地
改

良
が
着
手
さ
れ
、
農
業
の
近
代
化
が
始
ま
る
。
こ
の
事
業
は
、
五
年
間
を
経

て
平
成
十
一
年
に
完
結
す
る
。 

こ
の
土
地
改
良
事
業
を
詳
し
く
見
て
み
よ
う
。 

 
二
五
年
前
、
平
成
七
年
四
月
十
八
日
「
奥
久
慈
区
域
農
用
地
総
合
整
備
事

業
計
画
に
つ
い
て
」
の
公
文
書
が
、
奥
久
慈
区
域
農
用
地
総
合
整
備
事
業
推

進
協
議
会
長
、
大
子
町
長
黒
田
宏
、
農
用
地
整
備
公
団
奥
久
慈
建
設
事
業
所

所
長
高
瀬
寛
之
の
連
名
に
よ
り
発
出
さ
れ
、
行
政
窓
口
は
大
子
町
農
政
課
農

用
地
総
合
整
備
係
で
あ
っ
た
。 

本
文
に
よ
る
と
、
「
平
成
五
年
十
一
月
四
日
付
農
林
水
産
大
臣
か
ら
認
可

さ
れ
た
」
と
あ
り
、
第
一
か
ら
第
六
ま
で
の
換
地
区
が
計
画
さ
れ
た
こ
と
が

読
め
る
。
町
の
肝
入
り
事
業
で
各
地
区
で
行
わ
れ
、
ア
ッ
プ
ル
ラ
イ
ン
等
も

同
事
業
で
完
工
し
た
。 

 
大
生
瀬
地
区
に
お
い
て
も
、
平
成
七
年
六
月
十
三
日
午
後
七
時
か
ら
大
生

瀬
坂
西
集
会
所
で
説
明
会
が
開
催
さ
れ
た
。
当
日
の
資
料
の
「
大
生
瀬
四
総

事
業
費
及
び
償
還
額
」
を
見
る
と
、
耕
地
面
積
水
田
〇
・
六
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

畑
〇
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
、
事
業
費
農
家
負
担
水
田
一
六

〇
四
万
円
、
畑
一
六
八
万
八
千
円
、
負
担
割
合
は
、
国
四
五
パ
ー
セ
ン
ト
、

県
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
町
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
受
益
者
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、

一
五
年
元
利
均
等
年
賦
金
償
還
の
年
償
還
額
は
、
反
当
た
り
水
田
三
万
六
千

円
、
畑
三
千
円
で
あ
っ
た
。 

 
平
成
七
年
七
月
二
日
時
点
で
、
事
業
申
込
者
当
初
九
名
（
戸
）
は
、
同
年

九
月
二
十
八
日
に
は
六
名
に
減
り
、
翌
八
年
四
月
八
日
に
「
大
生
瀬
第
四
工

区
農
用
地
整
備
組
合
」
が
組
合
員
五
名
で
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
四
年
間

を
経
て
工
事
等
が
進
め
ら
れ
、
十
一
年
六
月
二
十
五
日
の
同
組
合
総
会
で
換

地
処
分
登
記
の
登
記
済
証
を
受
領
し
た
。 

 
私
の
登
記
済
証
に
よ
る
と
、
換
地
前
に
は
田
四
筆
で
一
五
三
六
平
方
メ
ー

ト
ル
で
あ
っ
た
も
の
が
、
換
地
後
は
田
三
筆
で
一
三
二
六
平
方
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
た
。 

 
同
組
合
は
、
組
合
員
五
名
の
総
意
に
よ
り
三
十
年
十
月
に
解
散
し
、
今
日

に
至
る
。
完
工
後
二
〇
年
で
離
農
・
耕
作
放
棄
地
が
増
え
た
。 

 
前
期
高
齢
者
の
我
が
家
の
農
業
機
械
は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
、
田
植
機
（
歩
行
）
、

バ
イ
ン
ダ
ー
、
ハ
ー
べ
ス
タ
ー
で
あ
る
が
、
こ
の
事
業
が
完
結
し
た
頃
か
ら

打
越
地
区
で
は
ト
ラ
ク
タ
ー
や
乗
用
田
植
機
、
コ
ン
バ
イ
ン
等
の
大
型
農
機

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
農
作
業
の
近
代
化
が
一
層
進
行
し
て
い
る
。 

 
こ
の
六
十
余
年
で
生
活
は
大
き
く
変
わ
っ
た
。
さ
ら
に
、
五
十
年
後
、
地

域
が
よ
り
良
く
な
っ
て
い
る
こ
と
を
願
う
が
、
高
齢
化
社
会
に
伴
い
農
業
の

後
継
者
の
問
題
が
あ
り
、
行
政
等
の
さ
ら
な
る
対
策
・
支
援
等
が
望
ま
れ
る
。 

（
大
子
町
大
生
瀬
在
住
） 

ー
プ
が
合
同
す
る
こ

め
た
。
樋
口
は
、
合

な
か
っ
た
が
、

大
子
馬
頭
間
で
開
業

す
こ
と
に
な
り
、

大
正
八
年
二
月
に
営

を
申
請
し
、
同
年
四

年
後
の
大
正
十
年
に

さ
れ
た
。
そ
れ
が
大

編
に
譲
り
た
い
。

大
子
町
大
子
在
住
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公
家
社
会
で
話
題
に
な
っ
た
袋
田
の
滝
の
歌 

  
袋
田
の
滝
は
江
戸
時
代
の
頃
か
ら
広
く
知
ら
れ
、
文
人
墨
客
や
貴
人
が
訪

れ
る
景
勝
地
で
し
た
。
こ
の
袋
田
の
滝
を
詠
み
込
ん
だ
歌
と
し
て
、
次
の
三

首
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
（
「
常
陸
国
北
郡
里
程
間
数
之
記
」
、
以
下
「
常
」
と
略
）
。 

 

花
も
み
ち 
経
緯
（
よ
こ
た
て
）
に
し
て 
山
姫
の 

錦
織
出
す 
袋
田
の
瀧          
西
行
法
師 

 

い
つ
の
世
に 
つ
ゝ
み
こ
め
け
む 
袋
田
の 

          
布
引
出
す 
し
ら
糸
の
瀧       
徳
川
光
圀 

 

も
み
ち
葉
を 

風
に
ま
か
せ
て 
山
姫
の 

          
し
み
つ
を
く
ゝ
る 
ふ
く
ろ
田
の
瀧  
徳
川
斉
昭 

  
い
ず
れ
も
著
名
人
の
歌
で
あ
り
、
紅
葉
を
背
景
に
美
し
く
映
え
る
袋
田
の

滝
の
情
景
を
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
、
広
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
西

行
、
徳
川
光
圀
の
歌
は
、
本
人
が
確
実
に
詠
ん
だ
と
い
う
記
録
は
無
く
、「
土

人
」
に
よ
っ
て
語
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
も
の
で
し
た
（
「
常
」
）
。
そ
こ
で
今
回

は
、
水
戸
藩
主
が
確
実
に
詠
ん
だ
も
の
と
し
て
一
番
古
い
袋
田
の
滝
の
歌
を

紹
介
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
三
首
目
を
詠
ん
だ
九
代
藩
主
徳
川
斉
昭
の
父
、
七

代
藩
主
治
紀
（
は
る
と
し
）
の
も
の
で
し
た
。 

 
文
化
三
年
（
一
八
〇
五
）
に
藩
主
に
就
任
し
た
治
紀
は
、
藩
政
に
積
極
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。
特
に
、
軍
政
の
改
革
や
軍
事
調
練
に
力
を
入
れ
た
こ
と

は
、
武
公
と
い
う
謚
号
（
お
く
り
な
）
か
ら
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
治
紀
が
藩

政
を
担
い
始
め
た
頃
、
水
戸
藩
は
長
年
に
わ
た
る
財
政
難
に
苦
し
ん
で
お
り
、

そ
れ
ま
で
の
歴
代
藩
主
の
多
く
が
ほ
と
ん
ど
水
戸
に
来
る
機
会
を
作
れ
ず
、

江
戸
で
の
生
活
を
続
け
て
い
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
治
紀

は
水
戸
へ
の
御
国
入
り
（
就
藩
）
を
希
望
し
、
文
化
六
年
に
、
十
九
年
振
り
と

な
る
藩
主
の
水
戸
入
国
を
果
た
し
ま
し
た
。 

 
治
紀
は
、
就
藩
中
の
九
月
、
領
内
巡
視
の
一
環
で
袋
田
の
滝
を
訪
れ
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
紅
葉
の
時
期
で
あ
り
、
滝
の
流
れ
と
紅
葉
の
色
鮮
や
か
さ
が
織
り

な
す
風
景
を
見
て
、
そ
の
美
し
さ
に
深
く
感
動
し
ま
し
た
。「
近
江
国
石
山
寺

の
よ
う
に
紅
葉
の
名
所
と
し
て
昔
か
ら
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、

こ
の
袋
田
の
地
の
よ
う
に
滝
の
隙
間
ま
で
細
や
か
に
紅
葉
が
入
り
込
ん
で
い

る
所
は
お
よ
そ
日
本
で
は
無
い
で
あ
ろ
う
。
袋
田
の
滝
は
日
本
一
の
絶
景
で

あ
る
」
と
褒
め
た
た
え
て
い
ま
す
（
「
新
能
布
乃
多
根
」
、
以
下
「
新
」
と
略
）
。 

 
実
は
、
こ
の
武
公
・
治
紀
は
、
武
だ
け
で
は
な
く
、
和
歌
に
も
造
詣
の
深

い
殿
様
で
し
た
。
就
藩
中
に
訪
れ
た
先
々
で
も
、
度
々
歌
を
詠
ん
で
い
ま
す
。

袋
田
の
滝
を
訪
問
中
に
、
先
述
の
光
圀
の
歌
の
存
在
を
知
っ
た
治
紀
は
、
自

分
で
も
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
じ
ま
し
た
。 

 

水
の
糸
を 

紅
葉
の
ひ
ま
に 

引
は
へ
て 

           
錦
織
る
て
ふ 

袋
田
の
滝    
徳
川
治
紀 

  
先
ほ
ど
の
光
圀
の
歌
を
意
識
し
つ
つ
、
布
か
ら
引
き
出
し
た
糸
の
よ
う
な

滝
の
流
れ
と
紅
葉
の
鮮
や
か
さ
が
、
ま
る
で
錦
を
織
り
な
し
て
い
る
よ
う
だ

と
風
景
の
美
し
さ
を
率
直
に
読
み
込
ん
で
い
ま
す
。
先
の
西
行
の
歌
に
も
通

ず
る
美
し
い
表
現
で
、
滝
の
様
子
が
表
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 
こ
の
袋
田
の
滝
の
歌
は
、
遠
く
京
都
の
公
家
社
会
（
堂
上
）
で
も
話
題
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
歌
が
高
く
評
価
さ
れ
た
た
め
、
治
紀
は
公
家
の
間
で

「
袋
田
の
宰
相
」
と
呼
ば
れ
た
と
伝
わ
っ
て
い
ま
す
（
「
新
」
）
。 

 
最
後
に
、「
袋
田
の
宰
相
」
治
紀
の
歌
を
受
け
て
詠
ま
れ
た
、
当
時
の
一
流

公
家
歌
人
・
外
山
光
実
の
和
歌
を
紹
介
し
ま
す
（
「
常
」
）
。 

 
（
題
）
「
袋
田
の
瀧
の
ほ
と
り
に
紅
葉
し
た
る
を
」 

し
ら
い
と
に 
に
し
き
ま
し
へ
て 
さ
ら
せ
る
は 

          
も
み
ち
こ
き
い
く 

袋
田
の
滝   
外
山
光
実 

 

（
藤
井
達
也
） 
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水
郡
線
と
西
金
駅 

 
今
年
度
か
ら
『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
の
事
務
担
当
と
な
り
ま
し
た
神
長

敏
（
さ
と
し
）
と
申
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

『
ほ
な
い
歴
史
通
信
』
は
年
四
回
発
行
の
季
刊
誌
で
あ
り
、
本
号
が
第

九
五
号
で
す
の
で
、
来
年
に
は
創
刊
百
号
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
様
々
な
方
が
筆
を
執
ら
れ
、
ま
た
町
内
外
の
多
数
の
方
々
に
愛

読
さ
れ
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
対
し
、
深
い
敬
意
の
念
と
愛
着
を
感
じ

る
も
の
で
す
。 

私
は
こ
の
四
月
に
着
任
後
、
『
大
子
地
域
の
旧
町
村
長
事
績
集
』
と
い

う
資
料
集
が
、
大
子
町
歴
史
資
料
調
査
研
究
会
の
編
集
に
よ
り
大
子
町
教

育
委
員
会
か
ら
発
行
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の

本
は
、
大
子
町
が
昭
和
三
十
年
に
合
併
す
る
以
前
の
一
町
八
か
村
に
お
い

て
活
躍
さ
れ
た
町
村
長
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
一
冊
に
ま
と
め
た
も
の
で
、

本
誌
の
冒
頭
で
編
集
の
中
心
と
な
っ
た
茨
城
大
学
名
誉
教
授
の
齋
藤
典

生
先
生
が
構
想
か
ら
刊
行
ま
で
十
年
間
を
要
し
た
間
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

回
想
し
て
お
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
本
の
中
で
、
大
子
町
に
鉄
道
（
現
在
の
水
郡
線
）
を
開
通
さ
せ
る
た

め
に
、
い
か
に
町
村
長
た
ち
が
団
結
し
て
誘
致
運
動
を
展
開
し
た
か
の
記

事
が
随
所
に
盛
り
込
ま
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
私
は
非
常
に
興

味
を
そ
そ
ら
れ
ま
し
た
。 

私
の
家
は
西
金
駅
ま
で
徒
歩
数
分
と
い
う
所
に
あ
り
、
町
道
を
挟
ん
で

水
郡
線
の
線
路
は
す
ぐ
下
に
、
ま
た
、
そ
の
先
に
は
清
流
久
慈
川
の
流
れ

が
あ
り
ま
す
。  昨

年
十
月
に
東
日
本
を
襲
っ
た
台
風
十
九
号
は
大
子
町
に
も
大
変
な

惨
禍
を
も
た
ら
し
、
常
陸
大
子
駅
と
袋
田
駅
の
間
の
第
六
久
慈
川
橋
梁
が

崩
落
し
、
水
郡
線
は
現
在
も
西
金
駅
か
ら
常
陸
大
子
駅
間
で
不
通
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
先
日
、
私
は
錆
び
た
線
路
を
見
て
、
も
う
半
年
以
上
走
っ

て
い
な
い
ん
だ
な
あ
と
し
み
じ
み
と
感
じ
ま
し
た
。 

高
校
時
代
は
三
年
間
水
郡
線
を
利
用
し
ま
し
た
。
今
か
ら
四
十
年
余
り

前
に
な
り
ま
す
が
、
西
金
駅
に
は
駅
員
さ
ん
が
お
り
ま
し
た
。
私
が
朝
、

通
学
の
た
め
乗
っ
た
列
車
は
、
記
憶
で
は
九
両
か
十
両
編
成
で
あ
っ
た
と

思
い
ま
す
。
通
勤
、
通
学
客
で
混
雑
し
て
い
て
西
金
駅
で
も
座
る
の
が
大

変
で
、
私
は
大
子
方
面
か
ら
の
友
人
が
席
を
確
保
し
て
く
れ
て
い
た
の
で

助
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
の
車
両
と
違
っ
て
、
重
い
ド
ア
を
自
分
の

手
で
開
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

毎
日
、
西
金
駅
を
利
用
し
て
い
た
わ
け
で
す
が
、
西
金
駅
は
水
郡
線
の

中
で
他
の
駅
と
違
っ
て
い
る
点
が
あ
る
こ
と
を
当
時
か
ら
何
で
だ
ろ
う

と
不
思
議
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
西
金
駅
の
ホ
ー
ム
と
改
札

口
に
高
低
差
が
あ
っ
て
、
そ
の
間
は
階
段
が
あ
る
こ
と
で
す
。
西
金
駅
は

男
体
山
の
登
山
口
の
駅
な
の
で
、
そ
れ
で
お
洒
落
に
こ
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
な
と
当
時
は
考
え
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

『
大
子
地
域
の
旧
町
村
長
事
績
集
』
に
は
、
水
郡
線
の
開
通
に
関
す
る

記
述
が
随
所
に
あ
る
と
記
し
ま
し
た
が
、
下
小
川
村
の
項
の
興
味
深
い
内

容
を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

西
金
駅
前
に
は
、
「
感
謝
之
碑
」
と
い
う
石
碑
が
建
立
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
そ
の
碑
文
に
は
、
「
大
正
十
年
（
一
九
二
一
）

大
郡
線
（
水
郡
線
の
当
時

の
呼
称
）
常
陸
大
宮
、
大
子
間
の
鉄
道
線
路
測
量
が
開
始
さ
れ
た
時
、
西
金

地
内
に
は
停
車
場
の
予
定
が
無
か
っ
た
。
こ
れ
を
知
っ
た
西
金
区
民
は
一

致
団
結
し
て
駅
増
設
運
動
に
立
ち
上
が
り
、（
中
略
）
運
動
開
始
五
ケ
年
に

し
て
漸
く
駅
増
設
の
決
定
を
得
た
。（
中
略
）
つ
い
に
大
正
十
五
年
三
月
二

十
一
日
西
金
駅
の
開
通
を
見
た
」
と
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
年
の
十
四
年
八

月
に
山
方
宿
駅
か
ら
上
小
川
駅
ま
で
開
通
し
て
い
ま
す
の
で
、
西
金
駅
は

こ
の
後
に
で
き
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

水
郡
線
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
次
の
機
会
に
書
か
せ
て
い
た
だ

け
た
ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。          
（
神
長
敏
）                                                                                                                             
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大
子
町
の
新
発
見
城
郭
そ
の
三
・
袋
田
要
害
に
つ
い
て 五

十
嵐
雄
大 

                           
今
回
は
、
去
年
発
見
さ
れ
た
大
子
町
袋
田
地
区
の
城
館
（
仮
称
袋
田
要
害
）

に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
城
館
は
、
袋
田
字
小
磯
・
中

津
原
道
上
に
あ
る
標
高
一
七
〇
メ
ー
ト
ル
の
山
上
に
位
置
し
ま
す
。
立
地
と

し
て
は
、
久
慈
川
と
滝
川
の
合
流
点
の
山
上
と
い
う
城
を
造
る
の
に
最
適
な

場
所
に
構
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
遺
構
は
、
山
上
に
深
さ
最
大
二
メ
ー
ト
ル
、

幅
三
・
五
メ
ー
ト
ル
の
堀
切
が
一
本
あ
る
だ
け
で
あ
と
は
自
然
の
岩
山
で

す
。
南
側
に
愛
宕
神
社
が
あ
り
、
こ
の
辺
り
が
居
館
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。  

歴
史
的
に
見
る
と
、
戦
国
時
代
に
は
野
内
氏
が
月
居
城
と
下
津
原
に
い
た

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
本
要
害
は
、
両
城
を
つ
な
ぐ
物

見
台
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
六
世
紀
前
半
の
佐
竹
氏
の
内
紛
で

あ
る
部
垂
の
乱
の
際
、
佐
竹
義
篤
か
ら
野
内
氏
に
宛
て
た
、
「
宇
留
野
源
五

郎
が
来
て
も
中
に
通
す
な
」
と
い
う
古
文
書
が
残
っ
て
お
り
、
袋
田
地
域
も

戦
乱
に
巻
き
込
ま
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
ま
し
た
。
袋
田
要
害
は
、
こ
の
緊

張
状
態
の
時
に
急
造
さ
れ
た
も
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 （

茨
城
城
郭
研
究
会
） 

 
袋田地区城館関連図 
（国土地理院地図より、 

著者加筆修正） 

編 
集 
大
子
町
歴
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資
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調
査
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会   

齋
藤 
典
生
（
大
子
町
歴
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研
究
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） 井
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和
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（
大
子
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） 藤
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達
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） 神
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子
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子
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